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令和 2 年度 ～ 6 年度 69,171 千円

歳出科目： 01.01.01
千円

37,495 千円

市費
0 千円

国費

0 千円

県費 令和元年度 令和２年度 令和３年度 単位

0 千円 － 13.6 － ％
－ 18.2 50.0 ％

その他
37,495 千円

35,719 千円

令和３年度 単位

実績値 38.1 ％
目標値 50.0 ％
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大きい

②市民ニーズ 高い ⑤成果向上の余地

改善推進

　令和６年度までに老朽化した水管橋の防食修繕工事を計画的に実施することにより、水道施設の適切な
維持管理、長寿命化を図る。
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　老朽化した水管橋の防食塗装および深谷配水場池の劣化した屋上シートの改修により、水道施設の適正
な維持管理、長寿命化を図ることができた。なお、水管橋改修率について、実績値が目標値を下回った理
由については、専門家の見識により詳細調査を実施した結果、早急に塗装修繕を要しないと判断した箇所
を一部先送りしたことによるものである。

得
ら
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た
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と
実
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成果指標

水管橋改修率

Ｃ

事業の
評価・課題

C

　深谷配水池の劣化した屋上シートの改修工事を実施した。また、老朽化した水管橋の防食塗装
の修繕工事を予定していた7か所のうち5か所を実施することにより、水道施設の適正な維持管理
を図ることができた。
　なお、未着手の水管橋2か所については、専門的見識を活用するなかで詳細調査を実施した結
果、早急に対応する必要がないものと判断し除外したものだが、残る修繕計画について、必要性
の有無を再検討し対応する

効率性
①市の関与の妥当性

③休廃止の影響
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目標値

実績値

目標値

Ｐ
総合計画： 単位施策： 水道

予
算
見
積
書
で
活
用水道施設の更新費用の増大に伴い、長期的な視点において収支見通しを立て、計画的

に推進する必要があるため。財源内訳
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拠

３か年実施計画（当該年度事業費等）： 37,500

事業概要等

事業概要：
老朽化した水管橋の防食、配水池の屋上防水等の修繕工事を実施することに
より、水道施設の適切な維持管理を図る。

事業目的：
計画的な維持管理のもと、水道施設の長寿命化及び、健全な経営基盤の強化
を図る。
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全体事業期間： 全体事業費等：

会計 水道事業会計

事業内容： 水道施設（深谷配水池・水管橋）維持修繕工事

問題点・
課題等：

高度経済成長期に整備された水道施設が更新時期を迎えることから、今後は
維持修繕費の増大が見込まれる。

予算額 主要事業とする理由

得られる成果

水道施設の計画的な修繕等を行うことにより、長寿命化を図ることができる。

目標値や目指すべき状態

水管橋改修率
実績値
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PDCA 主要事業名 水道施設維持修繕事業 部課名 水道部上水道課
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